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人口動態資料資料1



諏訪地域6市町村の人口推移（人数）

・諏訪市の人口は47,128人(令和6年10月1日現在)であり前年比384人減となっている。
・諏訪圏の令和6年の人口は187,370人。

諏訪市人口ビジョン
令和22年（2040年）
人口目標値
43,000人以上

諏訪市人口ビジョン
令和42年（2060年）
人口目標値
40,000人以上

①



諏訪地域6市町村の人口推移（増減率）

※平成26年を基準にした総人口増減率の推移

・下諏訪町、岡谷市、富士見町の順で減少率が大きく、諏訪市が続く。
・諏訪市は諏訪圏域とほぼ同様の減少率。

②



諏訪地域6市町村の自然増減（人数）

※令和５.１０.１～令和６.９.３０までの１年間の集計
・諏訪地域の全市町村が１４年連続自然減となっている。
・諏訪市は令和６年は３５０人減で、令和５年から引き続き３００人台の自然減となった。

③



諏訪地域6市町村の自然増減（累積）
※平成27年以降の自然増減数の累計

・6市町村全て自然減傾向である。
・岡谷市の減少が大きい。

④



諏訪地域6市町村の社会増減（人数）

※令和５.１０.１～令和６.９.３０までの１年間の集計
・諏訪市は令和５年に比べて令和６年は社会減の数が小さくなった。
・令和６年は茅野市、富士見町、原村は社会増となり、富士見町、原村は社会増が継続している。

⑤



諏訪地域6市町村の社会増減（累計）

※平成27年以降の社会増減数の累計
・茅野市、富士見町、原村は増加傾向、その他の市町は減少傾向にある。
・富士見町はコロナ禍以降の増加が顕著に表れている。

⑥



自然増減社会増減の人口に対する寄与度（令和6単年）

※寄与度：合計値の変動にどれだけ影響があったのかを示す数値
自然増減数の寄与度＝令和6年の自然増減数÷令和6年総人口
社会増減数の寄与度＝令和6年の社会増減数÷令和6年総人口

⑦



自然増減社会増減の人口に対する寄与度（平成27～令和6）

※寄与度：合計値の変動にどれだけ影響があったのかを示す数値
自然増減数の寄与度＝平成27～令和6年までの自然増減数累計÷平成27年総人口
社会増減数の寄与度＝平成27～令和6年までの社会増減数累計÷平成27年総人口

⑧



諏訪市の転入・転出の状況（地域別・令和6単年）

・令和5年に続いて全体では転出超過だが、県外からは転入超過となった。
・県外からの転入が多い一方で、諏訪圏域への転出及び諏訪圏域外の長野県内への転出が増えた。

⑨

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

△ 174 △ 206 △ 54 △ 108 △ 84 54 △ 281 98 △ 39 △ 62

△ 90 △ 227 △ 101 △ 38 △ 148 75 △ 173 △ 83 △ 85 △ 122

27 △ 55 31 △ 16 △ 21 80 △ 76 10 △ 7 △ 37

岡谷市 △ 24 △ 32 11 48 14 39 △ 23 △ 20 0 1

茅野市 △ 26 △ 31 18 △ 15 △ 27 17 △ 30 33 △ 22 △ 48

下諏訪町 37 14 14 △ 12 9 22 △ 8 △ 13 41 6

富士見町 28 △ 5 △ 7 13 △ 4 8 △ 12 8 △ 16 4

原村 12 △ 1 △ 5 △ 50 △ 13 △ 6 △ 3 2 △ 10 0

△ 117 △ 172 △ 132 △ 22 △ 127 △ 5 △ 97 △ 93 △ 78 △ 85

△ 84 21 47 △ 70 64 △ 21 △ 108 181 46 60

総数

長野県内

長野県外

諏訪圏域

その他の長野県内



諏訪市の転入・転出の状況（地域別・累計）
※平成27年以降の転入・転出の累計
・岡谷市、下諏訪町、富士見町からは転入超過。茅野市、原村については転出超過だが、
諏訪圏域以外の県内への転出が最も多い。

・県外については、令和4年に転入超過に転じ、令和6年も続いている。

⑩

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

△ 174 △ 380 △ 434 △ 542 △ 626 △ 572 △ 853 △ 755 △ 794 △ 856

△ 90 △ 317 △ 418 △ 456 △ 604 △ 529 △ 702 △ 785 △ 870 △ 992

27 △ 28 3 △ 13 △ 34 46 △ 30 △ 20 △ 27 △ 64

岡谷市 △ 24 △ 56 △ 45 3 17 56 33 13 13 14

茅野市 △ 26 △ 57 △ 39 △ 54 △ 81 △ 64 △ 94 △ 61 △ 83 △ 131

下諏訪町 37 51 65 53 62 84 76 63 104 110

富士見町 28 23 16 29 25 33 21 29 13 17

原村 12 11 6 △ 44 △ 57 △ 63 △ 66 △ 64 △ 74 △ 74

△ 117 △ 289 △ 421 △ 443 △ 570 △ 575 △ 672 △ 765 △ 843 △ 928

△ 84 △ 63 △ 16 △ 86 △ 22 △ 43 △ 151 30 76 136

累計

総数

長野県内

諏訪圏域

その他の長野県内

長野県外



諏訪市の転入・転出の状況（年齢別）

・0～9歳及び30～39歳の県内転入転出は転出超過がつづく。出産後住居購入等によるタイミングで
の転出が想定される。

・25～39歳の県内社会増減は社会減の幅が大きい。

⑪

（資料）長野県「毎月人口異動調査」（令和6年1月～12月）

令和5年

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

0～4歳 △ 46 △ 28 △ 18 6 △ 1 7 △ 52 △ 27 △ 25

5～9歳 △ 19 △ 6 △ 13 △ 1 1 △ 2 △ 18 △ 7 △ 11
10～14歳 △ 6 △ 6 0 △ 2 △ 6 4 △ 4 0 △ 4
15～19歳 △ 5 △ 14 9 △ 7 △ 13 6 2 △ 1 3

20～24歳 △ 28 △ 4 △ 24 △ 36 △ 12 △ 24 8 8 0
25～29歳 67 26 41 52 13 39 15 13 2
30～34歳 △ 10 3 △ 13 3 △ 2 5 △ 13 5 △ 18
35～39歳 △ 12 △ 33 21 3 △ 19 22 △ 15 △ 14 △ 1
40～44歳 6 4 2 15 5 10 △ 9 △ 1 △ 8

45～49歳 6 △ 12 18 4 △ 8 12 2 △ 4 6
50～54歳 △ 6 △ 6 0 5 3 2 △ 11 △ 9 △ 2
55～59歳 8 6 2 3 5 △ 2 5 1 4
60～64歳 △ 7 △ 5 △ 2 △ 6 △ 1 △ 5 △ 1 △ 4 3
65～69歳 7 3 4 3 3 0 4 0 4

70～74歳 4 2 2 0 0 0 4 2 2
75～79歳 △ 1 △ 1 0 △ 3 △ 3 0 2 2 0
80～84歳 1 3 △ 2 3 4 △ 1 △ 2 △ 1 △ 1
85～89歳 △ 1 3 △ 4 0 △ 1 1 △ 1 4 △ 5
90～94歳 △ 2 0 △ 2 1 1 0 △ 3 △ 1 △ 2

95～99歳 2 0 2 2 0 2 0 0 0
100歳～ 3 0 3 1 0 1 2 0 2

計 △ 39 △ 65 26 46 △ 31 77 △ 85 △ 34 △ 51

年齢
社会増減 県外社会増減 県内社会増減

令和6年

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

0～4歳 △ 16 0 △ 16 6 5 1 △ 22 △ 5 △ 17
5～9歳 △ 10 △ 10 0 0 1 △ 1 △ 10 △ 11 1
10～14歳 △ 13 △ 6 △ 7 △ 7 △ 3 △ 4 △ 6 △ 3 △ 3
15～19歳 16 20 △ 4 12 13 △ 1 4 7 △ 3

20～24歳 △ 5 △ 11 6 △ 31 △ 17 △ 14 26 6 20
25～29歳 △ 77 △ 47 △ 30 7 △ 1 8 △ 84 △ 46 △ 38
30～34歳 9 △ 9 18 25 6 19 △ 16 △ 15 △ 1
35～39歳 △ 39 △ 11 △ 28 △ 14 △ 4 △ 10 △ 25 △ 7 △ 18
40～44歳 1 2 △ 1 8 8 0 △ 7 △ 6 △ 1

45～49歳 5 △ 2 7 5 △ 3 8 0 1 △ 1
50～54歳 26 8 18 12 9 3 14 △ 1 15
55～59歳 10 6 4 4 △ 3 7 6 9 △ 3
60～64歳 5 2 3 7 6 1 △ 2 △ 4 2
65～69歳 7 9 △ 2 8 6 2 △ 1 3 △ 4

70～74歳 △ 6 0 △ 6 1 2 △ 1 △ 7 △ 2 △ 5
75～79歳 12 5 7 9 5 4 3 0 3
80～84歳 6 3 3 7 4 3 △ 1 △ 1 0
85～89歳 6 2 4 1 0 1 5 2 3
90～94歳 △ 2 1 △ 3 △ 2 1 △ 3 0 0 0

95～99歳 1 0 1 2 0 2 △ 1 0 △ 1
100歳～ 2 0 2 0 0 0 2 0 2

計 △ 62 △ 38 △ 24 60 35 25 △ 122 △ 73 △ 49

県外社会増減 県内社会増減
年齢

社会増減



諏訪市の出生率及び出生数の推移（令和5年） ⑫

・令和5年は、令和4年の出生率から－0.15ポイント。
・全国や県と同じく下降傾向にある。（令和6年の市町村別出生率は令和7年秋頃公表予定。）



参考：諏訪市の女性人口の推移
・20～29歳は転出数・転入数共に最も多い層であり、この層の女性人口は平成27年から令和3年
までは大きく上下していたが、令和3年から比較的安定している。この層の諏訪市への定住支
援を行うことで出生数減少に一定の効果を与えると考えられる。

⑬



まとめ

○令和６年はわずかながら社会減となった

・令和4年は社会増であったが、令和5年から引き続き社会減となった。
・令和4年から引き続き県外からは転入超過であった。

○25～29歳の年齢層で社会減となった

・この年齢層は令和元年以降は、令和3年を除いて社会増であったが、令和6年は大きく社
会減となっており、令和7年以降の数値を注視していく必要がある。

○出生数、合計特殊出生率の低下

・出生率は令和4年に一時的な上昇を見せたが、令和5年は再び低下した。
結婚や出産を見据える年齢層が、県内他自治体と比べても結婚や子育てをしやすいと
思えるような定住促進をすることが、出生率にも影響すると考えられる。

⑭


